J. K. Rowling : Reading Harry Potter and the Philosopher\u27s Stone by 並木 信明
J. K.ローリング作
『ハリ ・ーポッターと賢者の石』を読み直す
並 木 信 明＊
１９９７年６月２６日ロンドンのブルームズベリー社（Bloomsbury）からハ
ードカバー版５００部とペーパーバック版がつつましやかに出版された，J.
K.ローリング（J. K. Rowling，１９６５―）の『ハリー・ポッターと賢者の石』
（Harry Potter and the Philosopher’s Stone１）以下『賢者の石』）は，第７巻
で完結するハリー・ポッター・シリーズの第１作であるだけでなく，２００８
年６月現在で全世界でおよそ４億部も売り上げるスーパー・ベストセラー
となり，スコットランドのエディンバラで生活保護の給付も受け、鬱病と
闘いながら幼女を抱えて執筆したシングル・マザーを，２０００年には世界の
高所得者の２４位に初登場させ，２００１年にはエリザベス女王から英国勲功章
（QBE）を授与される栄誉をもたらした，まさに伝説の著書である（Smith
２４５２）。
作者ローリングの母親との死別，結婚の失敗，孤独感などの体験が，彼
女の楽しい子ども時代とともにこの『賢者の石』のそこかしこに反映され
ている。シリーズの原点というべきこの作品を「児童文学」，「ローリング
の生い立ち」，「学園ドラマ」，「城とゴシック」，そして「鏡の魔法と過去
・現在」などの観点から読み解いていきたい。
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第１章 児童文学としての『ハリー・ポッター』
『賢者の石』は１１歳の主人公のハリーと級友ロン（Ron Weasley）そし
てハーマイオニー（Hermione Granger）らの冒険を描いており，当然児
童文学の範疇に入るべき作品である。しかし，この本を含めハリー・ポッ
ター・シリーズ２）は大人を巻き込んだベストセラーになっており，単純
に児童文学のジャンルに分類しがたいのであるが，まずハリー・ポッター
・シリーズを児童文学に結び付ける重要な特色について考察してみよう。
それはこれまで何度も指摘されてきた「孤児（みなしご）」という特色で
ある。
孤児はグリム童話，アンデルセン童話，民話・昔話の多くの登場人物に
見られる特徴の一つである。たとえば，アンデルセンの「みにくいアヒル
の子」は親のない白鳥がアヒルに育てられ，グリム童話では「ヘンゼルと
グレーテル」の兄妹が親に捨てられている。「灰かぶり姫（シンデレラ）」
や「白雪姫」では，父親の存在は薄く，女主人公は継母や実母にいじめら
れたり殺されそうになり，孤児の物語に含まれるといってよい。
さらに親が一時的にいない状態まで含めると，童話・昔話だけでなく近
代児童ファンタジーに頻出する状況となる。ルイス・キャロル（Lewis Car-
roll,１８３２―９８）の『不思議の国のアリス』（Alice’s Adventures in Wonderland,
１８６５）は親の知らぬ間の夢の冒険であるし，C. S.ルイス（C. S. Lewis,１８９８―
１９６３）の《ナルニア国物語》の第１作『ライオンと魔女』（The Lion, the
Witch and the Wardrobe,１９５０）は空襲のために疎開した子供たちのファン
タジーの国での冒険である。アニメ映画作家宮崎駿は，孤児の王女と少年
の冒険を描く『天空の城ラピュタ』や親をブタにされて一人になった小学
４年生の少女が活躍する『千と千尋の神隠し』など孤児や孤児的な子供を
描くことが多い。
J. K.ローリング作『ハリー・ポッターと賢者の石』を読み直す（並木） 53
継母や義理の姉から虐待されるシンデレラのように，親の庇護を受けら
れない孤児がしばしばいじめの対象となるのも童話や児童文学の特色であ
る。１歳のハリーを悪の手から守るため魔法界ではなく人間界の母の妹夫
婦のもとに預けるのが最善の策である，というのがハリーの父親的存在で
あるダンブルドア校長（Dumbledore）の深慮であった。だが幼少年期の
ハリーにとってはその家庭は最悪の成育環境となった。ハリーの母で魔女
になった姉リリー（Lily）に反発した妹の叔母ペチュニア（Petunia）と，
魔法を一切拒絶しようとするその夫ヴァーノン（Vernon）のダーズリー
（Dursley）夫婦は，甥のハリーを階段下の物置（cupboard）に閉じ込め，
同い年の息子ダドリー（Dudley）を甘やかし，ハリーを召使のようにこ
き使い虐待したのである。それはちょうどシンデレラが下女のようにこき
使われる「シンデレラ」の物語の男版のようである。
『賢者の石』第２章はダーズリー家に預けられて１０年後，息子ダドリー
が誕生日の迎える早朝に，物置で眠るハリーを金切り声を上げて起こそう
とする叔母の声で始まる。
「さあ，さっさと起きるんだよ！」。
ハリーがぐずぐずしていると，ドアをどんどん叩いて力づくでも起こそう
する。
「もう起きたかい？」と彼女は声を荒げた。
「もう少しで」とハリーは答える。
「早く出てくるんだ，あんたにはフライパンのベーコンを見てもらいたいんだ。焦が
そうなんてしたらただじゃ置かないよ。ダドリーちゃんの誕生日だから何もかも完璧
にしたいんだよ」（２７６）３）
わがままなダドリーは，ダーズリー夫婦には眼に入れても痛くないほど
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かわいい息子だが，学校では級友も恐れる悪ガキで，子分と一緒にハリー
を追いかけていじめることを「ハリー狩り」（“Harry−hunting”）と称して
楽しんでいる。
ハリー・ポッター・シリーズのいじめで特異なのは繰り返されるという
ことである。「シンデレラ」のように普通はいじめられた主人公が最後に
幸運をつかみ，いじめた継母や姉たちは罰を受けることで終わるのだが，
ハリー・ポッター・シリーズでは第１巻ばかりでなく，第２巻，第３巻で
も，作品の始めにヴァーノンからの差別や罰があり，虐待はダーズリー家
にいる限り繰り返されるのである。
一方いじめという行為は，被害者の立場に立つとそれは肉体的苦痛ばか
りでなく精神的な不安定さを意味する。ホグワーツでもスネイプ教授や同
学年のドラコ・マルフォイ（Draco Malfoy）らのいじめが待ち構えている。
ハリー・ポッター・シリーズでは，ハリーの不安・自信喪失などのネガ
ティヴな状態と，歓喜と高揚感などのハイの状態がほとんど交互に現れる
のである。『賢者の石』では，ハリーの活躍でグリフィンドール（Gryffindor）
寮がスリザリン（Slytherin）寮にクイディッチ（Quidditch）という寮対
抗のスポーツで勝利したときに、その典型的な例がみられる。７年近く遠
ざかっていたグリフィンドール寮の優勝に王手を掛けハリーらは大いに高
揚するのだが，その直後彼らが深夜城内を歩き回っているところを捕まっ
て，グリフィンドールの持ち点を大きく減点されて寮の優勝が遠くなり，
寮の生徒たちから軽蔑されて不幸のどん底に落ちてしまう。だが最後にま
たハリーらの活躍でどんでん返しが起こるという、ひどく起伏に富むプ
ロット展開となっている。
ハリーの心の不安と高揚感が規則正しく繰り返すリズムは，作品の物語
の流れと対応し，読者に息もつかさずに読み続けさせる手法となっている
が，それ以上に感じられるのは作者ローリングが実際に人生で体験したと
思われる不安定な心の揺れ動きを反映している巧みな技法である。ハリー
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・ポッター・シリーズは，最初の３巻までは恐ろしい生き物が登場したり，
行き詰るような敵との対決があったりして，冒険活劇風の展開が目立って
いるが，４巻以降は心の不安を抱えるハリーの内面の描写が増えてきてお
り，単なる児童文学の枠組みを越えて行くのである。次章ではジョアン・
ローリング４）という少女がどのように作家 J. K.ローリングに変貌したの
かについて、その人生をたどってみたい。
第２章 生まれながらの物語作家の心の遍歴
ジョアン・ローリングの半生を振り返ると両親の愛に育まれた誕生から，
自然環境に恵まれた少女時代を経て，中等学校・大学へと進むにつれて幸
福度は下がり，試練が増えていくように見える。１９６４年，海軍に入隊した
未来の父ピート・ローリング（Pete Rowling）と海軍婦人部隊（Wren）に
入隊した未来の母アン・ヴォラント（Anne Volant）はともに１０代で，赴
任地のスコットランドに向かうロンドンのキングズ・クロス駅発の列車の
中で意気投合し，交際を続け，翌年に妊娠し除隊して結婚する。ピートは
技術が身につく職を求めて，ブリストルに移住しブリストル・シダリー
（Bristol Siddeley）の工場に勤めるようになる。まだ豊かな自然を残すイ
エート（Yate）に移住してジョアン（ジョ ［ーJo］と呼ばれる）が誕生し５），２
年後に妹のダイアン（Dianne，ダイ［Di］と呼ばれる）が生まれ，一家
は近くの町ウィンターボーン（Winterbourne）に移り住む。ピートはブ
リストル・シダリーの工場で技術工として腕を上げていき一家不自由なく
暮らせる収入を得ていた。
母アンの影響で娘二人も読書に興味を持ち，ジョーが４歳ではしかにか
かった時には，父親は児童文学の名作ケネス・グレアム（Kenneth Gra-
hame,１８５９―１９３２）の『たのしい川べ』（The Wind in the Willows,１９０８）を
読んでくれ，彼女はモグラ・ネズミ・ヒキガエルなどの生き物が活躍する
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物語を楽しんだ。ハリー・ポッターの名前の由来ともいわれる近所のポッ
ター家の子供イアン（Ian Potter），ヴィキー（Vikki）と仲良くなり，ジョ
ーは妹ダイとポッター兄妹らとともにホウキを使って魔女・魔法使いごっ
こをした。子供時代のごっこ遊びといえるが，ジョーはいつも自ら呪文を
唱えたり，４人の登場する話を作って皆を喜ばせたという（kirk２５６）。
ジョー・ローリングが初めて物語を書いたのは６歳のことで，アメリカの
絵本作家リチャード・スカーリー（Richard Scarry, １９１９―９４）の作品を模
倣して作った「うさぎ」（‘Rabbit’）という題の，はしかにかかったウサギ
にブタやキツネ，ミツバチなどの友人が訪ねてくるという話であった（Kirk
３０４）。スミスも指摘しているようにただごっこ遊びをするだけでなく実際
に物語を書くところがローリングらしく（Smith２０４―２１０），その後も中等
学校や大学でも友達を登場させる物語を作って驚かせるのである（Kirk
７１２―１６）。
ジョー・ローリングは５歳の時に近くの聖ミカエル英国教会学校に入学
し，７歳の時に同じ聖ミカエルの小学校に通った。母アンに送り迎えして
もらい，ポッター家の兄妹も同じ学校で，ジョーは楽しい学校生活を送っ
た（Kirk６６―６８）。大きな変化が生じたのは，ローリング一家がタッツヒ
ル（Tutshill）という少し離れた町のチャーチ・コッテージ（Church Cot-
tage）に引っ越して，ジョーがそれまでの友達と別れタッツヒル英国教会
小学校に入学したときであった。タッツヒル小学校はチャールズ・ディケ
ンズ（Charles Dickens, １８１２―７０）の小説に描かれるような厳格な教育を
行い学校への親しい感情は失われていったのである。
先生の意向を伺い，必死になって勉強して良い成績を上げた結果友情に
ひびが入ったこともあった。ローリングは，当時はがり勉タイプの優等生
で，ハーマイオニーのようだったと自ら回想している（Fraser 23）。この
タッツヒル小学校と中等学校のワイディーン・コンプリヘンシヴ・セカン
ダリー・スクール（Wyedean Comprehensive Secondary School）で，ジョ
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ーはホグワーツ魔法魔術学校でハリーをいじめ苦しめるスネイプ（Snape）
教授のヒントを得たという。
タッツヒルからやや離れたワイディーン・コンプリヘンシヴ・スクール
へは，ホグワーツと同様にジョーは１１歳から１７歳まで通い，その後の人生
に大きな影響を及ぼすいくつかの出来事を体験する。ワイディーン・スク
ールではどちらかといえば，静かで内向的な優等生と見なされていたが，１４
歳の時に読んだリーズデイル男爵ミットフォード家の５女ジェシカの自伝
『令嬢ジェシカの反逆』（Jessica Mitford, Hons and Rebels,１９６０）はローリ
ングに大きな衝撃を与えた。この本はイギリス首相を務めたウィンストン
・チャーチル（Winston Churchill, １８７４―１９６５）の甥と駆け落ちしてスペ
イン市民戦争に身を投じた女性の波乱万丈の半生記で，ローリングは自分
と違って親の意向も考えずに自由に生きる彼女の姿に深く感動し，最初の
子にジェシカと名付けただけでなく，後述するようにハリー・ポッター・
シリーズに貫かれている男女平等主義やフェミニズム的思想をこの自伝か
ら教えられたのである(Kirk５３９―４８)。
もう一つは１５歳の時に，人からも好かれローリングも愛していた母アン
が，難病の多発性硬化症（multiple sclerosis）と診断され闘病生活をする
ようになったことである。ローリングが１２歳の時に，母がティーポットを
持とうとして苦労する異常さを見て感じた不安が現実のものとなったので
ある。母はローリングが１８歳の時に遺言書まで書いており，その７年後に
亡くなるまで、ローリングはどんなに幸福な時でも母のことを忘れること
はできなかったに相違ない（Kirk６３０―６４３）。
ワイディーン・スクールの６学年の頃，品行方正な優等生であったロー
リングが，タバコを吸い，過激な服装やメイクに凝るようになったのは，
母の不安から逃避しようとしたためとも考えられる。気晴らしを求めるロ
ーリングを救い出してくれたのが，シックス・フォーム（上級課程）に転
入してきたショーン・ハリス（Sean Harris）という転入生であった。彼
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は彼女と同様にニューウェイヴ音楽を好み，人道主義でも一致し，彼の持
つ車でブリストルなどの都会のディスコに連れて行ってくれ，二人は将来
を語り合い，つかの間の解放感を味わうのである。ローリングは第２巻『ハ
リー・ポッターと秘密の部屋』（Harry Potter and the Chamber of Secrets,
１９９８）を彼に捧げている（Kirk６４６―６６５）。
しかし不幸を抱えながらもローリングは勉強を続け，最終学年では先生
と生徒の投票で男女１名ずつ選ばれる，女性のヘッド（ガール）に選出さ
れ，ワイディーン・コンプリヘンシヴ・スクールの期待を一身に背負って
オックスフォード大学の資格試験に挑み不合格となってしまう。同じ地区
の私立のシックス・フォームから受験した，ローリングよりも低い成績の
女子学生が合格しており，私立と公立の格差を反映した結果で先生を始め
両親も失望する。この不合格のショックについてはローリングは語ってい
ない。だが，その後ワイディーンの同窓会には一度も出席していないとい
う事実はその大きさを示しているとカークは分析する（Kirk６７９―６８４）。
このようにしていわば不本意に，しかも両親の意向をくんで就職に役立
つ学科に入学したエクセター大学（Exeter University）では，ワイディー
ン・スクールの優等生が不真面目な学生に変貌したとカークは説明する。
「家から離れ，母の病気や小さな町の息苦しさから解放されたためか，あ
るいは第２選択の大学で第２志望の学科に入学したことに失望したためか，
ジョー・ローリングはエクセターでは学生としてすっかり変わってしまっ
た。彼女はしばしば授業をさぼり，配布資料をなくしたり，レポートを遅
れて提出するか出さなかったりして…教授には印象の薄い存在だった。」
（Kirk７０３―７）。
１９８７年春にエクセター大学を卒業したローリングは，両親の勧めに従い，
ロンドンでフランス語と英語を生かしたバイリンガル秘書になるための専
門学校に通ったのち，派遣の秘書などを勤めるが，職場も仕事もなじめず，
空き時間を探して大人向きの小説の原稿を書いたという（Kirk７８０―７９８）。
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転機が訪れたのは，ボーイフレンドに誘われてマンチェスターに移ること
にして，ロンドン行きの列車に乗っていたとき突然ハリー・ポッターの顔
が現れた瞬間であった。
それは週末にアパートを探しに行って、マンチェスターからロンドンに戻る列車の
中のことでした。ハリー・ポッターが突然現れたんです。
そんなに凄い興奮のほとばしりを味わったことはありませんでした。即座に書いた
ら楽しいだろうなって思ったんです。子供向けの本になるだろうなんてその時はわか
りませんでした。ただハリーという少年だけが私の中にいたんです。
その列車の旅の間に、ロン（Ron）やほとんど首なしニック（Nearly Headless Nick）
やハグリッド（Hagrid）やピーブス（Peeves）を見つけました（Fraser３７）。
これは１９９０年６月のことで，その年の１２月に長期療養中の母アンが永眠
し、ジョアン・ローリングに大きな衝撃を与える。『ハリー・ポッター』の
創作が実るまでさらに７年の歳月が必要であった。その間彼女は仕事も定
着せず，恋人との関係も安定しなかったが，『ハリー・ポッター』の構想
は持ち続け，それが精神的な支えになっていた。マンチェスターではフラッ
トに強盗が入り母の形見を奪われ，恋人との関係も終わり，傷心を抱えて，
新聞広告で見た英語学校の教師としてポルトガルのオポルト（Porto）に
移り住む。そこで知り合って結婚したジョルジ（Jorge Arantes）は収入
に乏しく，家庭では喧嘩が絶えなかった。ローリングは DVも体験し，結
婚した１年後に彼女は娘ジェシカ（Jessica）を残して家から叩き出されて
しまう。翌日警察に協力してもらってローリングはようやく娘を返しても
らい，２週間後にオポルトを永遠に後にした（Kirk９０８―１７）。
妻アンの死後，父ピートは引っ越して再婚し，ローリングは帰るべきふ
るさとも失ってしまい，結婚した妹ダイを頼ってスコットランドのエディ
ンバラに移り住む。エディンバラでは，教師の仕事を探す間に生活保護を
受けることになり，鬱状態でカウンセリングを受けるという不幸な状態が
続く。カークは『ハリー・ポッターとアズカバンの囚人』（Harry Potter and
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the Prisoner of Azkaban ,１９９９）に登場する，「喜びや楽しい想い出をすべ
て吸い取って犠牲者を絶望に追いやる恐ろしい生き物ディメンター（吸魂
鬼）」の着想は自身の鬱の体験に基づくと解釈する（Kirk９５１）。
しかし一方，ハリー・ポッターのイメージが浮かんで以来，ローリング
は『ハリー・ポッター』の創作について真剣に考え，書き続けてきたので
ある。それがエディンバラで完成し，１９９７年の発売とその後の成功へと通
じている。
こうして見ると，愛する母を失った年に構想が心にごく自然に湧き起こ
り，不幸な結婚などの精神的な障害を乗り越えて完成された『ハリー・ポッ
ター』には，ジョアン・ローリングのさまざまな体験と思いと感情が込め
られていると考えて当然だろう。
次章では，ハリー・ポッター・シリーズの学園ドラマの特色を検討して
いきたい。
第３章 『ハリー・ポッター』は学園ドラマなのだろうか
ハリー・ポッター・シリーズは，確かにホグワーツを主要な舞台として
物語が進行しており，典型的な学園ドラマといえるのであるが，一方，単
なる学園ドラマに収まり切れない様々な重要な要素を包含している。
その最大の理由は，入学する学校が養父ダーズレーはもちろん，ハリー
自身も予想すらしなかった「魔法魔術学校」だったことにある。入学許可
の手紙を届けたホグワーツの鍵の管理人ハグリッド（Hagrid）によって，
ハリーがそれまで知らされていなかった，両親の死の真の事実や，普通の
人間であるという自己認識などが，すべて根底から覆されたのである。両
親の死はダーズレー家が説明してきたように交通事故によるものではな
かった。彼らは悪の魔法使いヴォルデモート（Voldemort）に殺害され，１
歳のハリーが彼を撃退し額に傷を負ったこと，ハリーは魔法使いの血筋で
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あることなどの事実が，ハグリットの口を通して初めて明かされる。それ
を聞いた瞬間に，ハリーは無力な人間の少年であると思っていた自分が，
魔法界という自分の知らない世界では，悪の怪人を倒した英雄になってい
ることを知ったのである。
ホグワーツ魔法魔術学校は，このようにしてハリーの過去を探り，本当
のアイデンティティに到達する重要な場所となっていくのであるが，学校
の構想についてローリングは，列車の中でハリー・ポッターなど人物が浮
かんだ後に直ちに熟慮したと語っている。
最初に集中的に考えたのはホグワーツ魔法魔術学校のことでした。
秩序だった場所ですが、途方もない危険もひそみ、生徒たちは先生をしのぐほどの
わざを持っています。当然人里離れていなければならなかったのですが、すぐにスコッ
トランドと心の中で決めました。無意識のうちに両親が結婚した場所を賛美する気持
ちがわいたのでしょう（Fraser３８）。
登場人物が行動する空間である“Hogwarts School of Witchcraft and Wiz-
ardry”には「学校」と「魔法」という二つの要素が絡み合っている。「学
校」は規律と賞罰という規制を与え，学年進行による心身の成長の場とし
て機能する一方，「魔法」は「学校」という制約のもとで登場人物を「空
想」と「幻想」の世界へと導く役割を果たすのである。
またホグワーツ魔法魔術学校の場所をスコットランドにしたという発想
も作品と深い関わりを持つ。スコットランドは J. K.ローリングの両親に
とって思い出の土地であるだけではなく，ハリー・ポッター・シリーズの
魔女にも関わりがある。ローリングも好んだシェイクスピア（Shake-
speare）６）の戯曲『マクベス』（Macbeth）がスコットランドを舞台にし（実
在のスコットランド王マクベス［在位１０４０―１０５７］）をモデルにしている），３
人の魔女を登場させて，スコットランドを魔女と魔法使いの学校の所在地
として最適の空間にしたからである。
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イギリスの中等教育は，公立では１１歳から１６歳の生徒を受け入れる義務
教育の学校として，一般的なコンプリヘンシヴ・スクールとより高度な教
育をするグラマー・スクール（grammar school）の２つがあり，さらに
卒業後にシックスス・フォーム（sixth form）という私費で通う２年課程
の大学進学のための学校もある。一方，富裕な家庭の子弟には，１２歳から
１８歳まで教育する私立の寄宿制の伝統を持つパブリック・スクール（pub-
lic school）がある。これに対して，寄宿制で１１歳から１８歳までの男女を
教育する私立のホグワーツ魔法魔術学校は，パブリック・スクールに近い
性格を持っている。
ホグワーツは世界に３つしかない魔女・魔法使いのための学校の１つで
あり７），魔法省とよばれる魔法界の政府官庁の中枢に人材を送り込むこと
ができるので，単なる「魔法使い養成学校」ではない。ホグワーツでは教
師を“Professor”と呼ばせるがそれはイギリスの中等学校にはない習慣で，
普通は大学の最高の職位のある教員に使われるもので，ホグワーツの教育
が高度に専門的でもある証である（ベルトン９５）。しかし，一方そこで教
えられる科目は人間の学校で教えられている科目とは全く異なっている。
たとえば，「呪文学」（Charms），「闇の魔術に対する防衛術」（Defence against
the Dark Arts），「魔法薬学」（Potions）などの科目は普通の学校では教え
られる可能性はほとんどない。また教員も普通ではない。その大半が魔女
か魔法使いであること自体普通の学校では考えられないが，その他「魔法
史」を教えるビンズ教授（Binns）は幽霊であり，第３巻で「闇の魔術に
対する防衛術」を教えるルーピン教授（Lupin）は狼男であり，「魔法生物
飼育学」（Care of Magical Creatures）を担当するハグリット講師は巨人
と人間の混血であり，第５巻では「占い学」（Divination）を担当するフィ
レンゼ（Firenze）講師はケンタウロスである。
ホグワーツと普通の学校を比較した時にほとんど差がみられないのは１
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年間の学期と休暇である。ホグワーツは，イギリスの学校と同様に，９月
に始まり，秋学期（９月初めから１２月中旬），春学期（１月初旬から４月
初旬），夏学期（４月中旬から７月中旬）の３学期制をとっており，７月
中旬から６週間の夏休みに入る。各学期の半ばにはそれぞれ４日間の短い
休暇（half term）があるが，特に『ハリー・ポッター』の物語に関係する
のは秋のハロウィーン（Hallowe’en）だけである。その他の休暇でハリー
・ポッター・シリーズで常に言及があるのは，ちょうどクリスマス休暇中
の，キリストの誕生を祝うクリスマスとキリストの死と復活を記念する４
月のイースターで，いずれもキリスト教の重要な行事である。かつては悪
魔集会と結びつけられた魔女や魔法使いの学校でキリスト教の行事に従う
のはかなり奇異である。しかし，すべての生徒に宗教教育を行うことを定
めたキリスト教国イギリスにおいて，子どもたちになじみのクリスマスや
イースターを排除することはできなかったと考えられる（ベルトン
８４，１２５）。後述するようなキリスト教と魔女に関する敵対関係はハリー・
ポッター・シリーズのテーマではない。
さて，学校名の「ホグワーツ魔法魔術学校」に《魔法》と《魔術》とい
う類似した言葉が使われていることに疑問を抱く人もあるだろう。これは
“Hogwarts School of Witchcraft and Wizardry”という英語の原名を日本語
に忠実に翻訳しようとした結果と思われる。“witchcraft”も“wizardry”も魔
法・魔術に関わる語でほとんど同じ意味を持つが，語源的にみて“witch-
craft”は“witch”（魔女），“wizardry”は“wizard”（男の魔法使い）から生じ
ていることは明らかである。
魔女は古代社会ではしばしばシャーマニズムと関連付けられる存在だが，
文学に現れた例としてはホメーロスの叙事詩『オデュッセイア』でオデュッ
セウスがアイアイエー島で人間を魔力でブタに変えるキルケ（Circe）と
いう魔女に出会う場面があるが８），旧約聖書では「出エジプト記」（２２：
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１８）や「ナホム書」（３：４）などで、魔女を生かしてはならないとか、
魔女の魔術を使うことへの警告がなされており、当時偶像崇拝や巫女など
が魔女とかかわっていたことが示されている。
１５世紀から１７世紀のヨーロッパで猛威を振るった《魔女裁判》において，
魔法・魔術を使うこと以上に弾劾されたのは，魔女が「悪魔と交わり，特
別な魔力を得て，人畜に害をもたらした」ことである。告発された女性は
ほとんど有罪となり，女性のみならず少数だが男性も「魔女」（witch）と
見なされ，魔女裁判にかけられて処刑されている。「男の魔法使い」（wizard）
に比べて「魔女」が悪魔や妖術との結びつけられた理由の一つは，採取・
栽培した薬草などを使った民間療法で中世の「女性医療家」たちが病んだ
人を治療したりして，彼女らが悪魔の力を借りて治療するという嫌疑をか
けられたことによる９）。
ホグワーツに入学許可を得たハリーら生徒が学校に持ち込んだり学校で
使うのは，かつては魔女を連想させたものが多いことも忘れてはならない。
その代表格が，魔女が，コウモリの血や鐘の削りくずなど不気味な材料を
煮て妖術に使う液体・薬物を作ったとされる大鍋（cauldron）であり，魔
女が魔法の軟膏を塗って空中を飛んだホウキである１０）。持ち物として許可
されたヒキガエル（toad）は，ロンがペットとして持ち込んだネズミと同
様に悪魔の手先と同一視された生き物である。しかしホグワーツではその
ような魔女と悪魔との結びつきはほとんど感じられない。たとえば大鍋は
「魔法薬物学」の授業で担当教授のスネイプが生徒たちに魔法薬を作成さ
せる重要な実験器具となっている。最初の授業の時彼はありきたりな魔法
使い，魔女のイメージを払しょくするかのように「魔法薬物学」の極意を
開陳する。
おまえたちはここに魔法薬製造の精妙な科学と精密な技を学ぶために来ているんだ。
…ここでは魔法の杖を振るうような馬鹿げたことはしないから，おまえたちの大部分
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はこれが魔法かと疑うだろう。お前たちがゆらゆら揺れる炎の上で軽やかに湯気を上
げる大鍋や，人間の血管に密かに染み込み，心を迷わせ，感覚を惑わす液体の微妙な
力を理解できるなんて，おれは期待しちゃいないがね（１６８７―１６９３）。
まるで中世の錬金術の講義であるかのようにスネイプは講じるのである。
大鍋は，魔女の持ち物から権威ある錬金術師のような男性魔法使いの道具
となっている。
同様にホウキは悪魔集会に行く魔女が使う「乗り物」ではなく，男女の
魔法使いが空を飛ぶ道具であり，クイディッチというスポーツの運動用具
になっている。
魔法学校の名称として，wizardryに加え，しかもその語の前に witchcraft
をつけた J. K.ローリングの意図は，「淫乱の誘惑」と結びつきがちな witch
という言葉からジェンダー的な負の意味を払拭し，wizardと対等の地位
に引き上げるというフェミニスト的なものだったと考えられる。ローリン
グにとって，「魔女」は要するに「女の魔法使い」であって，かつての魔
女裁判で告発された「魔女」と切り離して考えるべきだと見なしている。
そう考えるとホグワーツは驚くほど男女差のない環境である。たとえば，
イギリスの学校の象徴でもある制服は，ホグワーツでは男女共に黒のロー
ブで統一され，マントも同様に黒だけで服による性差はない。寮の対抗戦
を行うクイディッチは危険で乱暴なスポーツであるが，同じチームに男女
が選手となって混じり合い，さらにキャプテンを女性が務める時もある。
また各寮は男子寮と女子寮を持つが，コモンルームに男子寮と女子寮の入
り口が付いているという自由さなのである。またハリー・ポッター・シリ
ーズ後半のヴォルデモートとの戦いでは女性も男性と同様に遜色なく戦っ
ている。
次章では魔法を使わない人間たちを指す「マグルズ」（Muggles）の学
校との差が最も大きい学校の建物とゴシックの意味を考察してみたい。
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第４章 城とゴシック
ホグワーツ魔法魔術学校の建物は「城」（castle）と呼ばれているが，学
校の建物としてはやや異例である。近代の用法として，“castle”は城とい
うよりは大きな館の意味に使われることが多いが，ハリー・ポッターの映
画では文字通り要塞のような城となっている。『賢者の石』では，終着の
ホグワーツ駅を降りたったハリーやロンたち１年生が，初めて夕闇を背景
に崖の上にそびえたつホグワーツ城を見て息を呑む。
狭い小道を抜けると突然前方が開け，広大な黒い湖面を見下ろす淵に出た。反対側
の高い山の上には，多くの小塔や塔を備えた巨大な城が端然と座し，星空を背景にそ
の窓はキラキラ輝いていた。（１３９９）
川や湖を見下ろす崖や山の上に立つ城塞は中世前半の戦乱期に多く見ら
れる築城法で，小塔や塔を備えたホグワーツ学校の建物はまさにそのよう
な城と見なしうる。学校の建物として扱おうとしても，普通の学校との相
違が多すぎるのである。たとえば，新入生の歓迎会やクリスマスの食事会
などに使われ，さらに朝昼晩の食堂としても使用される「グレート・ホー
ル」（Great Hall）は，イギリスの学校でいえば，劇の上演や式典，朝の礼
拝などを行うために使われる，生徒と全職員の収容可能な「グレート・ホ
ール」あるいは「ホール」と呼ばれる講堂に相当する（ベルトン ８４）。
一見普通の講堂に見えるが，ハリーら新入生はグレート・ホールへの入場
を待つ間におよそ２０人（？）もの幽霊がごく当たり前に出現し話しかける
ことに、まず驚愕させられる。グレート・ホールに入ると空中に浮かぶ幾
千ものロウソクが各テーブルを照らし，天井を見上げればまるで実際に夜
空を見ているように，無数の星が輝いており，彼らは壮麗な魔法の演出に
心の底から圧倒されてしまう。
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ハリーらはイギリスの中等学校と同様に，教科ごとに移動して担当の先
生の教室・研究室で授業を受けるが，ホグワーツでは授業が行われる教室
自体変わったものも少なくない。スネイプ担当の「魔法薬学」の実習はか
つての地下牢（dungeon）だった部屋で行われ，「占い学」の教師トレロ
ーニー（Trelawney）の授業は，最初の授業でハリーたちはたどり着くま
で迷いそうになるほどに遠い，北の塔の最上階の屋根裏部屋で行われる。
建物としての城は，学園ドラマの学校というよりも，１８～１９世紀にイギ
リスで隆盛した「ゴシック小説」（Gothic novel）の舞台にふさわしい。ホ
グワーツ城は，ダンブルドア校長自らハリーに、自分も城内の構造をすべ
て知り尽くしているわけではないと述懐したように，数知れぬ秘密の部屋
や隠れ扉，通路，地下道，穴，地下牢などを潜ませており，それらはすべ
てゴシック小説を特徴づける装置である。グリフィンドール寮に属す「ほ
とんど首なしニック」（Nearly Headless Nick）やスリザリン寮の「血み
どろ男爵」（Bloody Baron）などの幽霊の存在は，過去における凄惨な処
刑・殺人がこの城であったことを示しており，建物の歴史的古さを証して
いる。
ホグワーツには一部の人しか知らない（恐ろしい）生き物も登場する。
第１巻では，貴重な品を守るハグリットの飼うフラッフィ（Fluffy）とい
う，ギリシア神話に登場する冥府ハデスを守る，ケルベロスという３つ頭
の犬から着想した魔物が登場する。また第１巻では，トロール（troll）と
いう北欧伝説の人食い鬼も侵入してきて生徒たちに恐怖心を掻き立ててい
る。
ゴシック小説的特質の１つに，本来は命を持たない非生物が命を得たよ
うに動き話すというものがある。ホグワーツでは像や絵画の中の人物が動
いたり話したりするが，もとはと言えばゴシック小説の特徴なのである。
最初のゴシック小説『オトラントの城』（The Castle of Otranto ,１７６４）で
は，甲冑が動き回ったり，絵画の人物が血を流したりしており，その後の
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ゴシック小説に引き継がれ，『不思議の国のアリス』などの児童向けファ
ンタジーの特性として発展していくのである。
E. J.クラリ（Clery）は，１８世紀の小説家デフォ （ーDaniel Defoe, c.１６６０―
１７３１），リチャードソン（Samuel Richardson, １６８９―１７６１），そしてフィー
ルディング（Henry Fielding,１７０７―５４）らは現実に則った創作を主張し，
前世紀までの空想的なロマンス文学との差異を強調したが，ホレス・ウォ
ルポール（Horace Walpole,１７１７―９７）は『オトラントの城』で彼らの偽善
的な教訓主義をただし，ロマンス文学の復活の口火を切ったと述べている。
「ウォルポールが示そうとしたのは，教訓ではなく，想像の楽しみである。
ウォルポールはロマンス文学の復活を切り開くことを自ら任じていたとい
える。」（Clery２３）
ゴシック小説は常識をかけ離れた，非日常的な事象を突き付けて読者の
心に恐怖と驚愕の念を引き起こす特質があるが，しばしばそれは「もの」
や「こと」のさまざまな境界を無効にすることからもたらさせる。ゴシッ
ク小説の流れをくむファンタジーであるハリー・ポッター・シリーズにも
当然それは当てはまる。そこでは，命のある生物と命を持たない非生物の
境界が消滅する。第１巻だけでも，カエルチョコに入った写真のダンブル
ドアが所用のため勝手にいなくなったり，グリフィンドール寮の入り口を
管理する絵画の太った婦人が仲間に会いに行き絵画から消えて生徒がしば
らく入れなくなることもある。「女の魔法使い（魔女）」と「男の魔法使い」
というジェンダーの境界の消滅についてはすでに述べたとおりである。た
だこれはホグワーツや魔法省などの魔法界の社会の話で，ロンの家庭では，
父アーサー（Arthur Weasley）は魔法省の役人として勤めに行き，母モリ
ー（Molly）は典型的な主婦として子供たちを管理し，やがてハリーすら
自分の子供のようにしつけようとするなど，伝統的なジェンダー区分も守
られている。
魔法界では，人間対動物の区分ならぬ魔女・魔法使い対動物・想像上の
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生き物の区分が希薄である。ホグワーツの副校長マクゴナガル（McGona-
gall）は最初猫の姿で現れ，ハリーの名づけの親シリウス・ブラック（Sirius
Black）は黒犬の姿になって刑務所を脱走したりするが，彼らは「アニメ
ーガス」（Animagus「動物もどき」）と呼ばれる特別な体質を持つ存在で，
魔女・魔法使いの中でも特殊である。さらに月が出れば自分の意志と関わ
りなくオオカミに変身する「狼男」（werewolf）もその仲間と考えられ，
ハリー・ポッターには魔法使いの中でも少数のヘビ語を話す能力がある。
これは魂を持つ存在としての人間（キリスト教徒）と魂を持たない動物
とを厳しく区分したキリスト教の伝統的な考えとは相いれないものなので
ある。『賢者の石』が出版されて社会の話題となった時に，キリスト教会
の一部からこのシリーズが聖書で禁じた魔法を肯定的に描いているとして
批判がなされ，アメリカの学校では学校への持ち込みを禁止したり，魔法
や悪魔崇拝へ焚書騒ぎまで起こったが，魔法や悪魔崇拝の懸念だけでなく，
魂の有無にかかわる伝統的なキリスト教的思想も背景としてあったと考え
られる（Kirk１６１２―３９）。
想像上の生き物，とりわけ恐ろしい生き物はホグワーツ城よりもその敷
地内の「禁断の森」に多く生息するが，ホグワーツの新入生は歓迎の式典
でダンブルドア校長から早速，禁断の森に近づかないように警告される。
「新入生の皆さんは，敷地内の森はすべての生徒が立ち入ることを禁止し
ていることをよく心のとどめておくように。それに上級生だって覚えてお
かなければならない者が何人かいるから注意するように。」（１５７７）
「森」は，道に迷い，自分自身も見失いかねない危険な場所となってい
るが，森は避難所ともなり，自然や癒しに関する特別な知恵を持つ生き物
にとっては安らぐ場にもなっている（コルバート１０９）。禁断の森はこの
ような森の文学的な伝統に準拠しており，普通の鳥や動物の他にユニコー
ン（unicorn）など美しい生き物や危険な巨大蜘蛛アラゴク（Aragog）や，
馬の胴体に人間の上半身を持つケンタウロスという神話的生き物も生息し
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ている。
ホグワーツの鍵の番人ハグリッドは禁断の森のかたわらの小屋に住んで
いる。彼は自身が巨人の血を引くため１１フィート６インチ（約３．５メート
ル）の背丈をし，ホグワーツの大部分の生徒たちが嫌悪する，凶暴で言う
ことを聞かない奇怪な生き物を好み育てる傾向がある。彼にとっては，む
しろ手に負えない粗暴さがかわいいのである。第３巻で「生き物飼育法」
を担当した時には，鳥の頭，グリフィン（Griffin）の前足と馬の体をもつ
ヒッポグリフ（Hippogriff）という飼育中の生き物を教材として使用しよ
うとして，生徒のドラコ・マルフォイに怪我をさせてしまい，彼の進退の
問題まで発展してしまう。ヒッポグリフを本当にかわいがっているのであ
る。第１巻では正体不明な人物（実は部下のクィレルの肉体を借りたヴォ
ルデモート）から竜の卵を譲り受け，卵をかえして竜の子を手に入れ，ハ
リーらを心配させるのである。
中国・日本などで神格化される竜は，伝統的に
キリスト教の敵の象徴となってきた。天使ミカエ
ルが竜を槍で退治する図は多くの画家に書かれた
ありふれたテーマであり，日本でカトリック系の
修道院，学校，教会などの像として飾られている。
キリスト教以前の世界の血を引くハグリッドには
キリスト教的悪魔観は無縁なのである。ジェンダ
ーに平等の思想を示したように，ローリングは恐
ろしい怪獣にさえ温かい目を向け，ここにもその
平等主義が貫かれている。
第５章 「みぞの鏡」とハリー・ポッターの過去と現在
ゴシック小説の流れをくむゴシック・ファンタジ 『ーハリー・ポッター』
天使ミカエルが龍を退治し
ている像
（函館トラピスト修道院，
撮影は筆者）
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の，さまざまな境界の減少と消滅について，これまで論じたものを整理し
て示すと以下のようになる。
 生物と非生物
 人間と非人間
 男性と女性
 生者と死者・幽霊
 過去と現在
この中で特に本章では，の過去と現在の境界の問題をハリー・ポッタ
ーの個人的な体験を通して検討してみよう。
ゴシック小説（小説だけでなく，ゴシック的映画・アニメ等を含む）で
は，忘れられた過去の事象・呪文・人物等がしばしば前触れもなく現在に
現われたり，影響を及ぼすことが多い。そしてそれはほとんどいつも不気
味で，恐怖を呼び起こし，またそれを目的化ともしている。たとえば，メ
アリー・シェリー（Mary Shelley,１７９７―１８５１）のゴシック小説『フランケ
ンシュタイン』（Frankenstein: or The Modern Prometheus,１８１８）は，肉体
の各部位を複数の人体から集め人工的に生命体を創ろうとする神への挑戦
をしたフランケンシュタイン博士が，その結果生まれた生命体の不気味さ
に嫌悪して放棄するが，生き延びたその「モンスター」が博士の周辺に現
れて彼が愛する人を次々と殺す悲劇であり，すなわち忘れようとした過去
が現在に復讐を遂げるというゴシック的典型となっている。
これまでハリー・ポッター・シリーズが孤児文学であることを述べてき
たが，ハリーが親を知らずに，親のことを一切隠そうとする叔母夫婦に育
てられてきたことは，ハリーの現在が過去と完全に断絶したことを示して
いる。そしてハリーはハグリッドによって自身のアイデンティティと親の
死について知らされたのちに，過去という謎を抱え悩むことになる。その
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結果ハリーの両親を殺害しハリーも死の恐怖にさらした（と思われる）ヴォ
ルデモートという敵が彼の命を狙っている事実が，ハリーの意思と関わり
なく現在と過去を緊密に結び付ける役割を果たしており，それがハリー・
ポッター・シリーズに通底するプロット展開の構造を形成しているのであ
る。
ハリーの過去の世界への関心は，両親と同じ魔法学校に通いながら，彼
らの魔法使いの学生としての成績や振る舞い，人間関係，２人の愛につい
て探索する，孤独なアイデンティティ模索の旅をも意味している。第１巻
にはハリーが魔法の力によって思いがけずに両親と出会う劇的な場面があ
る。それはホグワーツで生涯で初めて素晴らしいクリスマスを体験したこ
とが端緒となった。ハグリッド，ロンの母モリー，そしてハーマイオニー
からの心のこもった贈り物に加えて，カードを添えた送り主不明の驚くべ
き品物が贈られてきた。
それは身に纏うと見えなくなる，魔法の「見えないマント」（an Invisible
Cloak）であった。カードによれば贈り主がハリーの父ジェイムズ（James）
から預かったので，当然息子が引き継ぐべきものであり，しかも「良く使
いなさい」と書き添えてあった。その後贈ったのは父の恩師でもあったダ
ンブルドア校長であることが判明するのだが，彼はこのようにさりげなく
ハリーに好意を示し，また試練を与えるのである。
しかし第１巻では，見えないマントはハリーに思いがけない形で死んだ
親と再会させてくれる。ホグワーツ城に密かに隠された「賢者の石」（the
Philosopher’s Stone）の盗難を防ぐため，夜見えないマントで身を包んで
図書館に侵入したハリーはかえってスネイプと警備のフィルチに追われ，
苦し紛れに使用されていない教室に入り込む。そこでハリーは天井ほどの
高さのある，金の装飾的な枠の付いた大きな鏡を発見する。
鏡の上部には次のような意味不明な文が刻まれていた。“Erised stra ehru
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oyt ube cafru oyt on wohsi.”（２５３９）
ハリーはそれが何を意味するのか分からないまま鏡の前に立つと，周り
に誰もいないのに，彼の後ろに何人もの人が映っていて思わず声を上げそ
うになる。よく見ると，鏡の中のハリーの後ろに立つ女の人が微笑みかけ
て手を振っていた。彼女は非常に美しく，髪は濃い赤毛で，眼はハリーと
同じ明るい緑の眼をしており，笑いながら泣いており，その隣には痩せて
背の高い黒髪の男が立っていて，その髪はハリーと同じくせ毛であった。
彼らが両親であると思いハリーは呼びかけるが，彼らは微笑みながら見つ
めるだけである。ハリーは両親の他に彼らの周りにいる人々にもハリーと
同じ眼や鼻や膝などを見出し，彼らが彼の一族であることを知るのである
（２５４４―２５５１）。
興奮したハリーは翌日の晩ロンを連れてその教室に戻り，二人で鏡の前
に立つが予想に反してロンが見たのはハリーの一族ではなく，ロンが首席
になったり，クイディッチのキャプテンをして優勝するという彼自身の未
来の姿であった。すっかりその鏡のとりこになったハリーは３日目の晩も
その前に立つが，ダンブルドアに見つかり，その鏡が“the Mirror of Erised”
（“erised”は”desireの逆スペリングで，邦訳では「のぞみ」を反対にして
「みぞの鏡」訳される）と呼ばれ，非常に幸福な人はその鏡に自分の姿し
か見ないが，われわれの心の深奥の，切羽詰まった欲望を示すと説明され
る。この鏡の前で人は魅せられて，狂ってしまったり，現実と空想の区別
がつかなくなったりするので危険だから，他に移してしまうと言われる。
（２６０２―２６０９）
みぞの鏡の枠に刻まれた文字を逆向きに並べ替えると，“I show not your
face but your heart’s desire”となり，鏡を見る人の顔ではなく心の願望を
映し出すことが分かる仕掛けになっている。
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「みぞの鏡」に関する解説には興味深いものがある。『謎解きハリー・ポッ
ターの魔法世界ガイド』では，「魔法の鏡」（Magic Mirror）の項目で古代
において，鏡の原点である水鏡に映るのは人間の魂（人の肉体から独立し
た）で悪霊などに捕まると危険だから水鏡で姿を見るのは危ないと信じら
れていたこと，古代ギリシア・ローマなどでは，鏡は強力なお守りで，人
の心に魔法をかけたり，生者と死者の魂を呼び出す力があったこと，鏡は
未来をのぞくために用いたり，鏡占いに使われたなどと述べている。また
西欧の民話・文学で，鏡は知識を得る道具，重要な真実やはるかな国々，
驚異を見る窓として現れているとする（クロンゼック２５０―５１）。また『ハ
リー・ポッターの魔法の世界』は，「この鏡には，見る人に関係のある限
り，／下は大地から上は天の高みに至るまで，／ありとあらゆるものを完
全な姿で示す力があった。／敵の仕業も味方の裏切りも，／ことごとくこ
の鏡に現われて，／絶対に逃れるすべはなく，／どんなことでも分からず
にすむというわけにはいかなかった」というエドマンド・スペンサ （ーEd-
mund Spenser, c.１５５２―９９）の『妖精の女王』（The Faerie Queene）の魔
法使いマーリン（Merlin）の作った鏡の魔力を紹介し，さらにこの作品が
影響を受けたチョーサー（Geoffrey Chaucer, c.１３４３―１４００）の『カンタベ
リー物語』（The Canterbury Tales）からも引用している。（コルバート１７０―
１）
ここで興味深いのは，鏡は人間の魂を映し出したり，呼び出したり，魔
法をかけたりするという古代の信仰であり，現実や未来のことを映し出す
カメラのような機能である。
古代や中世において魂が肉体から独立したものと考えられ扱われたよう
に、ローリングは、人の心や感情を「もの」であるごとくに取り出したり，
またのぞき込んだりしようとする傾向がある。みぞのの鏡は自分で自分の
心の願望を見る魔法の仕掛けであるし，「吸魂鬼」は人の感情や心をあた
かも気体か液体のように吸い取ってしまう怪物である。ハリーはやがて，
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夢の中でヴォルデモートの心に侵入して彼の行動を目撃したり，逆に自分
の心を支配されそうになったりもする。第４巻でダンブルドアから自分の
心を放り込んで客観的に見ることのできる「憂いの篩（ふるい）」（Pensieve）
という石の水盤を見せられ，それを使って親やスネイプらの昔の学園生活
を目撃したりしている。J. K.ローリングのこのような心や記憶の扱い方を
見ると，フランスのプルースト（Marcel Proust,１８７１―１９２２），アイルラン
ドのジョイス（James Joyce,１８８２―１９４１），アメリカのフォークナ （ーWilliam
Faulkner,１８９７―１９６２）といった２０世紀のモダニズム作家の無意識・記憶・
過去などのテーマをファンタジーに適用したように思えてくる。
みぞの鏡の中に両親や先祖の人々を見たハリーは彼らの仲間入りをしよ
うと必死になって鏡に顔を押し付けるが，これはハリーの危険なゴシック
的性向を示すだけでなく，生者の世界から冥界に入ろうとする無意識の願
望を示している。こうして考えると，第１巻においては地獄の番犬ケルベ
ロスに似たフラッフィ―の警備を潜り抜け，肉体を失って手下クィレル
（Quirrell）の肉体を借りたヴォルデモートと出会って戦い、再びホグワー
ツの寮に戻ったハリーは，冥界におりて戻った現代のオデュッセウスとい
えるだろう。
「みぞの鏡」の創作について，J. K.ローリングは第２巻でロンと双子の
兄弟が，いじめを受けたハリーをダーズリー家から救出してくれる車の場
面が、かつて田舎のコンプリヘンシヴ・スクールで精神的に追い詰められ
ていた彼女をハリスという新入生が車に乗せて救ってくれた経験に由来す
ると説明した後で、次のように述べている。
「あそこ（車の場面）と，それにハリーが［みぞの］鏡を覗き，彼の家族がハリーに向
かって手を振るのを見る場面。あれは母を失ったときの私の人生の中でも最も大切な
な記憶から来ているのです。」（Fraser２０）。
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ハリー・ポッター・シリーズには，J. K.ローリングの人生のエッセンス
やメッセージがファンタジーというフィルターを通ってしみ込んでいるの
である。読者がそれに気づいたとき，彼女とともにもっと深くファンタジ
ーの魔法の世界に生きることになるだろう。
注
１）アメリカからは Harry Potter and the Sorcerer’s Stone の題で翌１９９８年９月１日にス
コラスティック（Scholastic）社から出版された。
２）以後「ハリー・ポッター・シリーズ」は，ハリー・ポッターの第１巻から第７巻ま
でのシリーズを指すこととする。
３）テキストは，ポッターモア（Pottermore）社のデジタル版を用い，カッコ内の数字
はキンドルでの位置番号を示す。
４）Joanne Rowlingは作家の本名。ジョアンは，最初の原稿を引き受けた出版代理業
の Christopher Little Agencyのリトルから，女の子は男性作家を読むが，男の子は女
性作家を読まないと助言されて，そして“J”だけでは物足りないといわれ，亡くなっ
た祖母 Kathleenの“K”を加えて男性作家にも見える，J. K. Rowlingとしたのである
（Smith１８０３―９）。
５）J. K. ローリングは自分の生まれた町をイェートではなく，しばしばその近くの優
雅な町チッピング・ソドベリー（Chipping Sodbury）だと説明するが事実ではない
（Smith１３０―３７）。
６）ジョアンはワイディーン・スクールの上級生の時，ストラットフォード・アポン・
エイヴォン（Stratford−upon−Avon）に行きシェイクスピアの『リヤ王』（King Lear）
を見て感激し，さらにクラスで『冬物語』（The Winter Tales）も見ている。ここに登
場する“Hermione”がハリーの親友に名前に使われたことは作者も認めている（Fraser
３１）。
７）第４巻『ハリー・ポッターと炎のゴブレット』（Harry Potter and the Goblet of Fire）
では，ヨーロッパ・フランス語圏の Beauxbatons Academy of Magicとヨーロッパ北
東部の Durmsstrangという２つの魔法学校の代表がホグワーツに集まって３校対抗
戦 The Triwizard Tournamentが行われる。
８）キルケ（Circe）は第１巻のホグワーツ行きの列車の中でハリーの買った「かえる
チョコ」のカードに魔女として入っている（１２９９）。
９）中世において，薬草などを使った民間治療を施した女性が魔女として弾圧された歴
史については，B. エーレンライク，D. イングリシュ著『魔女・産婆・看護婦』に詳
しい。
１０）ジャン‐ミシェル・サルマン著『魔女狩り』pp．５２―５３を参照。
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